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生物資源環境学セミナー

井上広滋氏（東京大学東京大学大気海洋研究所）

「メダカ属魚類：アジアのユニークな科学資源」



生物資源環境学セミナー

メダカ（ ）は飼育が容易で、毎日産卵し、卵が透明で、世代時間が短いな

ど、実験動物として優れた性質を持つため、古くから研究モデルとして活用されてきた。

メダカには約30種の同属近縁種が存在し、その全てがアジア域に分布する。これらの同

属近縁種は、メダカと同様の実験動物としての利点を持つ一方、種ごとに独自の生理学的

性質や生息場所を持っている。例えば、ジャワメダカ（ ）は、メダカと外

見は似ているが、海水環境を好んで生息する。従って、メダカ属魚類は、比較生理学や分

子生物学、そして環境科学など様々な分野の科学研究の優れたモデルとなる。


